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フォーカス 自由席

人にはいろんな行動パターンがあります。周りの人を観察していると気がつくことがた

くさんあります。

私たちは、仕事などいろんなことに“成果”を出していくには、どんなことに意識して

いったらよいのでしょうか？

成果を出す人と成果がいつまでも出ない人の違いはどんなところなのでしょうか・・・。

一番大切なことは「できない事より、できた事にフォーカスする」ということです。何時

までも成果が出ない人は、自分の行動の中でできない事ばかりにいつも着眼しています。

それに対して、成果を出す人は、自分がやった事、できた事に焦点を当てます。

例えば、ＡさんとＢさんの２人がやらなければならないことがそれぞれ１０個あったと

します。そのうち２人とも３つ実行しました。Ａさんは「３つできた！」と喜んでいます。

一方Ｂさんは「７つもできなかった」と嘆いています。

さて、この２人を見て、今後どちらの方が継続的に成果を出していけると思いますか。

やったことに喜びを見いだしていくＡさんに良い連鎖が起こり、新たな行動が次の成果へ

と結びついて行きます。

私たちは、一生懸命に頑張っていると思いますが、いつもできない事に“フォーカス”

していないか見直してみる必要があります。できない事よりも、できる事にフォーカスし

て行動を積み重ねていくことの大切さを忘れないようにしたいものですね。やがて、自信

となって、色々なものへチャレンジし続けられるようになって行けると思います。

最近よく耳にすることがあります。それは、社員の座席をすべて“自由席”にするとい

うものです。基本的には、オフィスに早く来た順に、好きな席について仕事をはじめてい

いというルールです。目的は、「社内コミュニケーションの活発化」と「生産性の向上」に

あります。

オフィスを自由席にすると、年齢や性別に関係なくいろんな人の近くで仕事ができます。

日頃あまり接点のない人と近くの席に座ると、接点がない分各自適度な緊張感から集中し

て仕事ができ、時折コミュニケーションを取ることで、その人の人柄や意外な一面を知る

ことができます。

さらに、自由に座るオフィスにはもうひとつ狙いがあると言われています。それは「オ

フィスの整理整頓」が期待できることです。

社員は毎日好きな席に座るので、仕事が終わると

書類や事務用品、ノートパソコン等は、個人のロッ

カーに収納します。「机の上が書類の山」という状態

にはなりません。

社内のコミュニケーションを見直すひとつの機会に

活用してみる価値がありそうですね。

◇未来の医療技術への期待！

ここの所、悲しい別れが続いています。１つ下の後輩、大

学の同級生、長年お世話になったお客様が病気で亡くなり

ました。“すい臓がん”です。医療技術が進歩していること

も確かですが、がんをはじめ難病が早く克服されるように

期待しています。悲しい別れが無くなるように・・・。

◇創業融資実績が２年連続で大幅増加！

日本政策金融公庫・国民生活事業の平成 25 年度の創業融資実績（創業前及

び創業後 1 年以内）は 22,800 企業（前年比 117%）、1,821 億円（同 137%）

と２年連続で大幅に増加しました。

景気の持ち直しや国の創業支援政策の効果もあることと、積極的な設備投資

を行う創業者が増えたこともあり、融資企業数としては 7 年ぶり、金額では

９年ぶりの高水準になりました。景気回復は本物？


